
北部地区・西部地区の施設配置の見直しについて 
 

１ 現在の計画内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北部地区・西部地区の主な内容の抜粋】 

⑴ 現在の中部中学校の敷地に、北部地区・西部地区の小学校・保育園・公民館・

児童クラブを集合 

⑵ 現在の蒲郡西部小学校の敷地に、中部中学校を移転 

※ 小学校等の複合施設の完成に合わせて、特別支援学校を併設 

 

２ 現在の計画における課題 

⑴ 小学校等の整備に時間がかかる 

以下のような手順が必要で、順調に進んでも概ね１０年程度かかる見込み 

① 西部地区の小学校等の機能を一旦北部地区に移転 

② 西部地区の小学校等の解体、敷地の整備（必要に応じて用地買収を実施） 

③ (新)中部中学校の建設、中学校機能の移転 

④ (旧)中部中学校の解体 

⑤ 北西部複合施設の建設、小学校等機能の移転（特別支援学校の併設） 

（旧中部中解体→複合施設建設としているが、複合施設の整備方法は未定） 

 

 

⑵ 中部中学校の校舎は比較的新しく、継続使用が可能 

[市内小中学校の建設年度]（校舎・体育館など主な建物で最も古い建物） 

小学校名 建設年度 小学校名 建設年度 中学校名 建設年度 

蒲北小 Ｓ２７ 塩津小 Ｓ３５ 大塚中 Ｓ３２ 

蒲西小 Ｓ２７ 形北小 Ｓ４１ 蒲郡中 Ｓ３５ 

西浦小 Ｓ２８ 形原小 Ｓ４２ 塩津中 Ｓ３７ 

大塚小 Ｓ３１ 中央小 Ｓ４３ 西浦中 Ｓ３７ 

三谷小 Ｓ３２ 蒲東小 Ｓ４６ 形原中 Ｓ４４ 

三東小 Ｓ３２ 竹島小 Ｓ４８ 三谷中 Ｓ４７ 

蒲南小 Ｓ３３   中部中 Ｓ５２ 

→中部中学校は、校舎・体育館など全体を見ると市内小中学校で最も新しい。 

 

３ 計画見直しの方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北部地区・西部地区の見直し内容の抜粋】 

⑴ 中部中学校は、現地で維持 

⑵ 北部地区・西部地区において、北部地区・西部地区の小学校・保育園・公民館・

児童クラブを集合、施設完成に合わせて特別支援学校を併設【場所は未定】 

※ 整備する場所は、12 月中に市の考えを提示し、来年 3月までに決定する予定 
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